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■G7三重・伊勢志摩交通大臣会合に関して要望活動(2023.3.22)
G7広島サミットに向けて、三重の観光や県内企業の技術等、PRの場を

設けて欲しいなど、斉藤 鉄夫国土交通大臣へ要望して参りました。
■三重郡遺族会役員会(2023.3.25)
三重郡遺族会役員会にて来賓の挨拶

をさせて戴きました。
■ひとり親世帯支援に向けた要望活動
(2023.3.27)
昨今の急激な物価高が生活に深刻な影

響を与えています。そこで、全国母子寡
婦福祉団体協議会をはじめ、ひとり親支
援に従事している関係団体の意見を踏ま
えて、①困窮するひとり親世帯への生活
支援の強化、②養育費の受領率向上に向
けた支援の強化、を自由民主党母子寡婦
福祉対策議連 事務局次長として、加藤厚
生労働大臣に要望して参りました。

■地元自治総会にてご挨拶(2023.3.12) (2023.3.26)
四日市市下野地区の山城町自治会通常総会、菰野町の青葉台

区・美山区の自治会の年度総会にてご挨拶をいたしました。

地域ごとに抱える課題は様々ですので、自治会長や区長と連携を密にして、地域の声
を形にできるよう、力を盡して参ります。

三重県消防大会は、県民の生命、
身体及び財産を火災から保護すると
ともに、あらゆる災害を防除する消
防人の功績を讃えるとともに、消防
を取りまく諸課題について理解を深
めることによって、消防の発展と充
実を図ることを目的に開催されます。
消防に関わる皆様に心より敬意を表
します。

■第74回三重県消防大会に出席(2023.3.12)

■伸びゆく木曽岬町のふれあい広場
2023 (2023.3.19)
町内の産業、文化、福祉や健康につい
ての周知を図るイベントが４年ぶりに
開催され参加いたしました。マスコッ
トキャラクターのトマッピーと一枚。



■プロフィール
生年月日：昭和46(1971)年11月29日
三重郡菰野町生まれ
【経歴】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科助手
・ 三重県議会議員
・ 菰野町長

【現職】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科

附属授業研究国際センター研究員

【主な所属】
・財務金融委員会
・環境委員会
・議院運営委員会
・政治倫理の確立及び公職選挙法改正
に関する特別委員会

・政治倫理審査会
【主な党役職】
・国会対策委員 ・観光立国調査会幹事
・中小企業・小規模事業者政策調査会幹事
・団体総局国土・建設関係団体委員会副委員長
・住宅土地･都市政策調査会 事務局次長
・整備新幹線等鉄道調査会「地域鉄道のあり方
に関するPT] ・物流調査会幹事

・下水道･浄化槽対策特別委員会SNS一覧LINE

■令和5年度予算が成立しました！

3月28日（火）に、令和5年度予算案が参

議院予算委員会で採決され、政府案どおり

成立しました。

国会で成立した新年度・令和5年度予算は、

一般会計の総額が初めて110兆円を超え、過

去最大の114兆3812億円です。

■第30回四日市日本語学校卒業式に参列
(2023.3.11)
卒業生の門出を祝し、お祝いの言葉を贈り

ました。この学校で共に過ごした友人との思
い出や、支えてくれた全ての人への感謝を忘
れずに、新たな場で大いにご活躍されること
を期待しております。

■三重県四日の市へ(2023.3.10)
3/8(水)〜3/11(土)の4日間、東京霞ヶ関

の中日ビルに於いて、なが餅をはじめとす
る菓子から酒、萬古焼に至るまで四日市市
の特産品・名産品が販売されました。

■年金受給者の生活の安定等に係る要望
(2023.3.8)
三重県市町村職員年金者連盟から要望

書を承りました。

■第14回目の月例街宣活動
(2023.3.19)
今回は統一地方選挙の直前という

ことや、地域行事などの都合上、
午後のみとなりましたが、
地元４市町の５箇所（桑名、朝日、
四日市、菰野）で開催しました。

また、地域によっては、事業継続が極めて困難と言わざるを得ない深刻な落ち込みとなっ
ている生産地もあります。
海苔養殖が減少している原因として、①温暖化に伴う海水温上昇、②鳥や魚による食害、
③栄養塩類の減少が挙げられます。
こうした状況を踏まえ、我が国の海苔養殖の生産振興に寄与するため、海苔をめぐる状況に
ついて見識を深め、本議連の事務局長として様々な角度から政策を提言して参ります！

■海苔養殖振興議員連盟 設立総会
(2023.3.23)
海苔は、古来から日本人にとって欠

くことができない食品であり、近年で
は、国民の健康志向と相まって和食が
ユネスコの無形文化遺産となったこと
からも、これまで以上に脚光を浴びる
ようになりました。江戸時代から始
まった海苔養殖は、昭和30年代から海
上及び陸上における様々な技術革新と
共に生産量が増加し、国民の需要に応
えてきましたが、全国の海苔の生産は、
近年、温暖化等による養殖環境の変化
や、生産者の減少にも拍車がかかって
います。

■石原まさたか四日市事務所の内覧会(2023.3.4)
石原まさたか四日市事務所の内覧会を開催しました。
ご来所いただいた皆様から多様なお声を伺うことができました。
これからも地元のために全力で職務に邁進して参ります！
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